
12Shiroishi_H22.413 Shiroishi_H22.4

Special Topics4Special Topics4 上下水道料金を改定します

道
は
市
民
の
生
活
や
社
会
活

動
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施

設
で
す
。
本
市
で
は
「
安
全
で
安
心

な
水
」
を
、
皆
さ
ま
に
常
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
29
年

４
月
の
市
政
施
行
と
同
時
に
一
部
給

水
を
開
始
し
て
以
来
、
市
政
の
発
展

と
と
も
に
、
５
次
に
わ
た
る
拡
張
事

業
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
未
給
水
地

区
の
整
備
拡
充
と
配
水
池
な
ど
の
施

設
の
整
備
に
努
め
、
平
成
20
年
度
末

現
在
の
水
道
普
及
率
は
、
96
・
97
㌫

平
成
22
年
４
月
使
用
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら

上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

問
上
下
水
道
事
業
所　

☎
２
５
―
５
５
２
２　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、
使
用
者
の

皆
さ
ま
に
水
を
供
給
し
、
そ
の
対
価

と
し
て
水
道
料
金
を
徴
収
し
て
経
営

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、「
独
立
採

算
の
原
則
」
が
あ
り
、
常
に
経
済
性

を
追
求
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
経
営

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
の
水
道
事
業
は
、
平
成
７

年
４
月
の
料
金
改
定
以
降
、

事
務
の
効
率
化
や
職
員
数
の
減
な
ど

経
費
の
削
減
に
努
め
、
現
行
の
料
金

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
給
水
人
口
の
減

少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、

料
金
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
以
降
の
事
業
決
算

で
は
赤
字
決
算
と
な
り
、
今
後
も
料

市
の
下
水
道
は
昭
和
63
年
度

よ
り
整
備
を
進
め
、
平
成
20

年
度
末
現
在
で
約
２
万
２
千
人
の
市

民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
や
大
切
な
生

活
環
境
を
守
り
、
快
適
な
市
民
生
活

を
送
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
都
市
施
設
で
す
。

水
道
事
業
は
、
水
道
事
業
と

同
じ
く
独
立
採
算
の
原
則
に

基
づ
き
運
営
す
る
た
め
、
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
汚
水
の
排
除
や
処
理

に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
か
ら
徴

収
す
る
使
用
料
で
賄
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
や
水
需
要

の
減
少
に
よ
り
収
入
は
伸
び
悩
み
、

本
来
は
使
用
料
で
賄
う
べ
き
経
費
に

つ
い
て
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
一
般
会
計
で
実

施
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
下
水
道
が
未
整
備

の
地
域
の
方
の
負
担
も
増
大
し
、
負

担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
も
適
正
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
健
全
な
管
理
運
営
を
今
後
も

維
持
す
る
た
め
に
、
使
用
料
を
改
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
は
、
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
で
上
下
水
道
の
利

用
を
や
め
た
い
と
き
や
開
始
し
た
い

と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
印

鑑
を
持
参
の
上
、
上
下
水
道
事
業
所

ま
た
は
市
役
所
２
階
都
市
整
備
課
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
止
届
の
提
出
が
な
か
っ
た
り
遅

れ
た
り
す
る
と
、
水
道
を
使
用
し
て

い
な
い
月
も
料
金
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
の
み
で
の
受

け
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
に
工
事
を
行
っ
た
次

の
区
域
で
、
３
月
31
日
か
ら
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
す
る
区
域
の
皆
さ

ま
に
は
、
受
益
者
負
担
金
や
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
の
処
理
区
域
に
な

っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
さ
れ

る
方
は
、
そ
の
資
金
の
一
部
を
金
融

機
関
か
ら
無
利
子
で
借
り
入
れ
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
工
事
の
依
頼
は
、

市
公
認
の
排
水
設
備
等
工
事
業
者
に

直
接
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

●
３
月
31
日
か
ら
の
供
用
開
始
区
域

　

東
町
五
丁
目
の
一
部
、
八
幡
町
の

一
部
、
城
南
一
丁
目
の
一
部
、
田
町

三
丁
目
の
一
部
、
大
平
森
合
字
森
合

沖
の
一
部

※
す
で
に
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
し
ろ
い
し
２
月
号
や
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
、
４
月
使
用
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
上
下
水
道
料
金

を
改
定
し
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
全
で
お
い
し

い
水
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
収
入
の
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
老
朽
管
の

更
新
や
耐
震
化
に
よ
る
敷
設
替
え
な

ど
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
「
水
」
を
安
定
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
現
行
の
料
金
で
は
費
用

の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
今

回
の
改
定
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
経
費
の
削
減
な
ど
事
業

の
健
全
化
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
経

営
改
善
に
努
め
ま
す
。
安
全
で
お
い

し
い
水
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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■上下水道料金の計算例（１カ月当たり）
一般家庭で20立方㍍を使用した場合
○上水道料金（口径13㎜）
　基本料金10立方㍍まで 1,850円…①
　水量料金（超過分）　195円×10立方㍍＝1,950円…②
　合計　①＋②＝3,800円×1.05（消費税）＝3,990円

　３月までは3,517円（473円の増）
○下水道使用料
　基本使用料10立方㍍まで 1,400円…③
　超過使用料　150円×10立方㍍＝1,500円…④
　合計　③＋④＝2,900円×1.05（消費税）＝3,045円

　３月までは2,782円（263円の増）
○上水道料金＋下水道使用料
　合計　上水道3,990円＋下水道3,045円＝7,035円

３月までは6,299円（736円の増）
※１円未満の端数があるときは、それぞれ切り捨てます。

表１　上水道料金表（消費税別）　　　　　　　　　　　【単位：円】
基本料金（１カ月につき）

口径 基本水量 改定前 改定後
13㎜

10 立方㍍まで

1,650 1,850
20 ㎜ 3,200 3,600
25 ㎜ 5,200 6,000
30 ㎜ 9,400 10,800
40 ㎜ 12,500 14,400
50 ㎜ 20,000 23,000
75 ㎜ 48,000 55,500
100 ㎜ 82,000 95,000

水量料金（１カ月１立方㍍につき）
区分 段階別 改定前 改定後

一
般
用

第１段 10立方㍍を超え、
20立方㍍までの分 170 195

第２段 20 立方㍍を超え、
50立方㍍までの分 230 260

第３段 50 立方㍍を超える分 290 330

特
殊
用

用途 使用水量 改定前 改定後
プ ー ル 用

10立方㍍を超える分
210 240

公衆浴場用 170 195
臨 時 用 350 400

表２　簡易水道料金表（消費税別）【単位：円】

基本料金（１カ月につき）

口径 基本水量 改定前 改定後

13㎜

10 立方㍍まで

900 1,050

20 ㎜ 1,700 2,000

25 ㎜ 2,600 3,050

30 ㎜ 4,700 5,500

40 ㎜ 6,200 7,300

50 ㎜ 9,800 11,500

75 ㎜ 23,000 27,000

100 ㎜ 40,000 47,000

水量料金（１カ月１立方㍍につき）

区分 使用水量 改定前 改定後

一般用 10立方㍍を
超える分

90 105

臨時用 220 260

※料金は、基本料金と水量料金の合計額となります。

表３　下水道使用料金表（消費税別）　　　　　【単位：円】
区分 排出汚水量 改定前 改定後
基本
使用料 10立方㍍まで 1,300 1,400

超過
使用料

10 立方㍍を超え、
20 立方㍍まで 135 150

20 立方㍍を超え、
50 立方㍍まで 150 165

50 立方㍍を超え、
200 立方㍍まで 160 175

200立方㍍を超えるもの 170 185

※料金は、基本使用料と超過使用料の合計額となります。

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

◉
改
定
の
理
由

収
入
減
と
老
朽
化
し
た

施
設
を
修
繕
す
る
た
め
に

水
道
事
業

平
均
改
定
率
は

・
上
水
道　
　

13
・
27
㌫

・
簡
易
水
道　

16
・
71
㌫

※
詳
細
は
、
表
１
・
表
２
の
通
り
で
す
。

下
水
道
事
業

平
均
改
定
率
は　

９
・
09
㌫

※
詳
細
は
、
表
３
の
通
り
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め

◉
改
定
の
理
由

収
入
減
と
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
抑
え
る

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が

新
た
に
可
能
と
な
り
ま
す

上
下
水
道
の
開
始
・
中
止

の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

※他市町の料金・使用料は平成 22年３月１日現在のものです。

水

本

本

下

■近隣市町との比較
　一般的な家庭の平均使用水量である 20 立方㍍を使
用した場合の料金（口径 13 ㎜）

村
田
町

丸
森
町

角
田
市

大
河
原
町

川
崎
町

白
石
市

（
改
定
後
）

白
石
市

（
改
定
前
）

蔵
王
町

柴
田
町

：水道料金

：下水道使用料
（円）


